
新規事業採択時評価結果（令和２年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
一般国道106号（宮古

み や こ

盛岡
もりおか

横断道路） 

田鎖蟇目
たくさりひきめ

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：岩手

い わ て

県宮古
み や こ

市田鎖
たくさり

 
至：岩手

い わ て

県宮古
み や こ

市蟇
ひき

目
め

 
延長  ７.２ｋｍ 

事業概要  

宮古
み や こ

盛岡
もりおか

横断道路は、岩手県宮古
み や こ

市から岩手県盛岡
もりおか

市に至る延長約６６ｋｍの地域高規格道路である。 
このうち田鎖蟇目

たくさりひきめ

道路は、宮古盛岡横断道路の一部を形成し、岩手県宮古市田鎖
たくさり

から宮古市蟇目
ひ き め

に至る延長

７．２ｋｍの自動車専用道路である。 
事業の目的、必要性  

当該区間の整備により、現道の課題箇所を回避し、災害時の救援活動等においても機能する信頼性の高い道

路ネットワークが確保され、第三次救急医療機関がある盛岡市への救急医療活動を支援するとともに、沿岸部

と内陸部を結ぶ観光ルートの形成により広域周遊観光の拡大を支援することを目的とする。 
全体事業費 約３００億円 計画交通量 約６，１００台／日 

事業概要図  

                                                                   

  

    

関係する地方公共団体等の意見  

【岩手県知事】  

地域高規格道路である宮古盛岡横断道路（国道106号）は、三陸沿岸道路と東北縦貫自動車道を結ぶとともに、

盛岡秋田道路（国道46号）と一体となり、東北地方の連携・交流の骨格となる格子状骨格道路ネットワークを

構成する極めて重要な路線であり、救急医療活動の支援、広域周遊観光の拡大、さらには自然災害に強いネッ

トワーク確保の観点からも重要な役割を担う幹線道路です。 

平成28年8月の台風第10号により、根市～蟇目の現道区間等をはじめ宮古市内の各地で寸断し、長期にわたる

広域的な迂回が必要となり、救援活動や県民生活に多大な支障が生じたことから、災害に対する脆弱性の解消

を図り、信頼性の高い道路としての整備が急務となっています。 

根市～蟇目（田鎖蟇目）を直轄権限代行事業により、速やかに事業化を図るよう強く要請いたします。 

 

学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 

事業採択の前提条件  

■費用対便益  ：便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了 ：岩手県によるルート帯決定（Ｒ１．８） 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ 
５．０ 

（1.002） 

総費用 ５０７億円 総便益 ２,５３９億円 基準年  

事 業 費： ４８７億円 

維持管理費：   ２０億円 

 

走行時間短縮便益：２,３３０億円 

走行経費減少便益：   １６７億円 

交通事故減少便益：    ４２億円 

令和元年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝4.8   (交通量     －10％) B/C＝5.3   (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝4.6   (事業費変動  ＋10％) B/C＝5.5   (事業費変動  －10％) 

事業期間変動 B/C＝4.8   (事業期間変動＋2年) B/C＝5.0   (事業期間変動－2年) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 － 注目すべき影響はない。 

事故対策 － 注目すべき影響はない。 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 
・宮古地域から盛岡市の第三次救急医療機関への搬送時間を短縮。 

【宮古市役所～岩手医科大学附属病院の搬送時間】 

現況：115分 ⇒ 整備後：85分（約30分短縮） 

地域経済 － 注目すべき影響はない。 

災 害 ◎ 

・災害時の交通障害や道路寸断による広域迂回が解消。 

【宮古市役所～盛岡市役所間の広域迂回（災害時）】 

 現況：213分 ⇒ 整備後：83分 

・災害時の孤立集落発生を解消 

【孤立集落の発生（災害時）】 

 現況：田鎖
たくさり

～蟇
ひき

目
め

地区間の孤立集落345世帯 ⇒ 整備後：0世帯 

環 境 － 注目すべき影響はない。 

地域社会 ◎ 
岩手県の観光振興施策で利活用が位置づけられている新たな交通ネットワークの一部である

沿岸と内陸を結ぶ宮古盛岡横断道路の更なる整備により広域周遊観光の拡大を支援。 

事業実施環境 ○ 
・岩手県によるルート帯決定（Ｒ１．８） 

・岩手県知事、宮古市長より「宮古盛岡横断道路未整備区間の早期事業化」を要望 

 

採択の理由 
費用便益比が一体評価で５．０、個別評価で1.002と便益が費用を上回っているとともに、岩手県によるルー

ト帯決定手続きが完了し、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、田鎖蟇目道路の整備により、自然災害に強いネットワークの確保、救急医療活動の支援、広域周遊観光

支援などが期待でき、当該事業の整備の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 

 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：奥村 康博      

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※Ｂ／Ｃの上段は宮古～盛岡を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用

便益分析結果。 

岩手県

田鎖蟇目道路
たくさりひきめ
一般国道106号

岩 手 県

滝沢IC

Ｅ45

Ｅ4

復興支援道路 宮古盛岡横断道路 延長約６６km
みやこ もりおか

宮古盛岡横断道路 延長約１００km
みやこ もりおか

盛岡市
も り お か

紫波町
し わ ち ょ う

花巻市
はなまき

宮古市
み や こ

山田町
や ま だ ま ち

矢巾町
やはばちょう

延長6.0km

都南川目道路
【国】

となんかわめ

延長3.4km
R1.12
開通済

延長2.6km
H28.3
開通済

延長6.7km
H25.3
開通済

簗川道路
【県】

やながわ

延長8.0km
R2年内
開通予定

区界～

簗川【国】

くざかい

やながわ

延長7.0km
R2年度末
開通予定

平津戸・岩井

～松草【国】

ひ ら つ と いわい

まつくさ

延長1.4km
H11.12
開通済

達曽部道路
【県】

たっそべ

延長7.0km
R2年度末
開通予定

川井～

箱石【国】

かわい

はこいし

延長33.0km

宮古～箱石
みやこ はこいし

延長3.3km
H31.3
開通

蟇目～

腹帯【国】

ひきめ

はらたい
宮古西
道路【県】

みやこにし

延長2.0km
R1年度末
開通予定

下川井
【国】

しもかわい

延長7.0km
R2年度末
開通予定

岩
手
県
宮
古
市
蟇
目

い
わ
て

み
や
こ

ひ
き
め

（終）

田鎖蟇目道路
た く さ り ひ き め

一般国道１０６号

（起）
岩
手
県
宮
古
市
田
鎖

い
わ
て

み
や
こ

た
く
さ
り

延長4.0km
R2年

夏頃までに
開通予定

宮古西
道路【国】

みやこにし

岩
手
県
宮
古
市
藤
原
三
丁
目

み
や
こ

ふ
じ
わ
ら

い
わ
て

（起）

岩
手
県
盛
岡
市
羽
場

も
り
お
か

は

ば

い
わ
て

（終）

滝沢中央SIC
たきざわちゅうおう

盛岡IC
もりおか

盛岡南IC
もりおかみなみ

矢巾SIC
やはば

紫波IC
しわ

宮古南IC
みやこみなみ

宮古北IC
みやこきた

田老南IC
たろうみなみ

田老真崎

海岸IC
かいがん

たううまさき

田老北IC
たろうきた

山田北IC
やまだきた

宮古根市IC
みやこねいち

宮
古
田
鎖
Ｉ
Ｃ

み
や
こ
た
く
さ
り

宮
古
中
央
Ｉ
Ｃ

み
や
こ
ち
ゅ
う
お
う

川
目
Ｉ
Ｃ

か
わ
め手

代
森
Ｉ
Ｃ

て
し
ろ
も
り

田
の
沢
Ｉ
Ｃ

た
の
さ
わ

遠野市
と お の

大槌町
おおつちちょう

宮古市役所
みやこ

盛岡市役所
もりおか

宮古港
みやこ

箱石～

達曽部

は こ い し

た っ そ べ

権限代行実
施の検討を
行うための
調査

岩泉町
いわいずみちょう

岩
手
県
盛
岡
市
手
代
森

も
り
お
か

て
し
ろ
も
り

い
わ
て

（終）

延長 7.2km 



 

新規事業採択時評価結果（令和２年度新規事業化箇所） 

事業評価結果（防災機能） 

事業の必要性  

当該区間の整備により、現道区間の道路寸断による孤立発生等を回避する自然災害に強い道路ネットワ

ークが確保されるほか、救急医療活動の支援や広域周遊観光の拡大に寄与されるものである。 
評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

国道 106 号は岩手県の宮古市と盛岡市を

最短で結ぶ幹線道路であるが、急峻な地形

に加え河川が並行し、落石や土砂流出など

の危険箇所が存在する。平成 28 年 8 月台風

第 10 号では、道路決壊に伴う全面通行止め

が発生し、沿線集落が孤立（約 3～5 日間）。

全面通行止め終了後も片側交互通行規制が

継続、本復旧までに約 2 年半を要し、市民

生活や企業活動に影響を与えるなど脆弱な

道路ネットワークが課題である。 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・災害リスク低減のためにハード対策として、緊急輸送道

路の強化、格子状骨格道路ネットワーク整備等を推進。 
※宮古市都市マスタープラン（H30.9） 
・地域産業の振興、防災や救急医療への対応の観点で重要

な道路は、時間短縮、渋滞緩和、交通の安全確保のため、

整備促進に取り組む。 
・国道 106 号の「根市地区～茂市地区間」については、

災害時等における安全な通行を確保するため、河川から離

れた場所へのルート変更を国や県に働きかける。 

住民生活 

宮古地域には三次救急医療施設がなく、

脳梗塞などの重篤患者は約100km離れた岩

手医科大学附属病院（三次救急医療施設）

へ、2 時間をかけて救急搬送が必要である。

救急搬送時は速達性及び災害時にも機能す

る道路ネットワークの確保が課題である。 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・東北圏では、病院や診療所が特に中山間地域や沿岸地域

で不足しており口あたり医師数は全国平均を下回ってい

る。 
※宮古市都市マスタープラン（H30.9） 
・地域産業の振興、防災や救急医療への対応の観点で重要

な道路は、時間短縮、渋滞緩和、交通の安全確保のため、

整備促進に取り組む。 

地域経済・ 

地域社会等 

岩手県では観光入込客数が伸び悩む中、

復興道路等の新たな交通ネットワークを生

かして外国人観光客の誘客や広域周遊観光

の拡大による観光消費促進に取り組んでい

るが、沿岸と県央間の横断軸観光流動が少

なく、観光資源の相互連携が課題である。 

※みちのく岩手観光立県第3期基本計画（H31.3） 
・復興道路整備などによる道路網、鉄道網、海路、空路な

ど、「陸・海・空 新観光流動」を生かして県内を周遊、

滞在する旅行商品造成を促進し、2 次交通ネットワークの

充実を図り、広域観光を促進する。 
・クルーズ船寄港を活用した旅行商品造成の促進や、寄港

に結び付く環境整備に取り組む。 

その他   
 
事業の有効性  

・当該区間の整備により、主要拠点間のリンクの評価は D ランクから C ランクに改善し、脆弱度も 1.00
から 0.91 に改善したことで、ネットワーク全体の防災機能が強化される。 
・また、災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークが確保されるとともに、救急医療活動や広域

観光振興、地域産業の活性化を支援するなど、有効性の高い事業と評価する。 
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

宮古市 盛岡市 11 

（5） 

1.00 

［D］ 

1.00 

［D］ 

0.91 

［C］ 

1.00 

［D］ 

▲143.9 

（▲12.4） 

0.15 

（0.04） 
0.18 

（0.00） 
◎ 

（○） 

 
事業の効率性  

・岩手県によるルート帯決定（Ｒ１．８） 
※道路ネットワークの防災機能の上段の値は宮古～盛岡を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化

区間を対象にした場合の防災機能評価結果。 


